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原 著

はちみつを使用した口腔ケアによる舌苔の除去

中条病院、２病棟；看護師

す どう ち か こ お ばら み か あ だち き み え さくら い

須藤千佳子、小原 美佳、安達喜美江、桜井ゆかり

目的：はちみつを使用した口腔ケアにより、舌苔の除
去・減少を図ることができるかを実践により証
明する。

方法：対象者４名に対しはちみつの塗布を１回／週行
い、舌の状態を評価基準に沿って評価する。

結果：はちみつ塗布を８回実施したところ、対象者４
名とも塗布後には舌苔の除去が図れた。

結論：はちみつを使用した口腔ケアにより、舌苔の除
去と減少を図ることができただけでなく、口腔
内の湿潤を得ることができた。また、認知症患
者には味覚刺激で開口を促し無理のない口腔ケ
アが可能となった。

キーワード：舌苔 はちみつ 口腔ケア 認知症患者

緒 言

当病棟Aチームは、入院患者２２名中、約半数が寝
たきり度ランクC－２の患者である。その中でも、自
ら口腔ケアができず、連日、看護者が薬液２倍希釈オ
キシドールを使用し口腔ケアを行っている患者が多
い。しかし、患者のなかには認知症があり上手く開口
ができず、口腔ケアが十分に行えないため、舌苔の付
着が見られている患者もある。そのため、何かいい方
法はないかと検索したところ、認知症があり開口でき
ない患者への口腔ケアではちみつを使用し開口を促せ
たという先行文献を見つけることができた。
そこで、私達もはちみつの殺菌効果・口臭予防など

の健康効果に注目した。はちみつに含まれるグルコン
酸の殺菌作用が舌苔を退治してくれると言われてい
る。薬液を使用しなくても、はちみつを使用した口腔
ケアで舌苔の除去・減少が図れるのではないかと考
え、検証した。その結果をここに報告する。

対 象 と 方 法

対象：寝たきりで自ら口腔ケアできず、舌苔のある患
者４名。

A氏：８０歳代女性、脳梗塞、常時閉口している。気
管切開、人工呼吸器装着中。胃瘻より経管栄
養管理。

B氏：８０歳代男性、脳梗塞、開口発語可能。IVHに
て栄養管理。

C氏：８０歳代男性、脳梗塞、開口発語可能。嚥下困
難食を介助にて経口摂取している。

D氏：８０歳代男性、脳梗塞、開口可能。IVHにて栄

養管理。
期間：平成１９年８月１９日～１０月７日
方法：連日の２倍希釈オキシドールを使用した口腔ケ

アと併用し、舌苔の除去を目的としたはちみつ
の塗布を行う。１回／週、原液のはちみつ約５
gを綿棒に含ませ、舌に塗布する。はちみつ塗
布前後の舌の状態を評価基準に沿って評価す
る。
＊ 評価基準 ０．舌苔なし

１．舌の半分に舌苔あり
２．舌の全体に舌苔あり
３．舌全体に舌苔が蓄積

倫理的配慮：研究対象者の家族へ研究協力依頼書を提
示し、承諾を得た。

結 果

（表１参照）
A氏は、常に閉口しており、口腔内は湿潤していた
が、舌の中央部には舌苔の付着が見られていた。ケア
７回目までは、塗布前の評価２から塗布後評価１と舌
苔の減少は図れたが、除去までには至らなかった。８
回目のケアでは、塗布前評価２から評価０となり、舌
苔の除去ができた。
B氏は開口状態であることが多く、舌苔付着、口腔
内の乾燥だけでなく痰のこびりつき、付着物も見られ
た。毎回のケアで口腔内の汚れが除去でき湿潤も図れ
た。ケア２回目は、塗布前の評価３であったが、ケア
の回数を重ねるごとに評価は良くなっていった。ま
た、「甘いもの大好き」との言葉も聞かれ、はちみつ
を好み口腔ケア時には開口を促せた。
C氏は開口状態であることが多いが経口摂取してい

るケースであり、口腔内の強度の乾燥はなかった。毎
回のケアで舌苔の除去が図れた。ケア２回目までは、
はちみつ塗布前の評価２であったが、５回目からは塗
布前評価１となった。舌の乾燥が見られたが、はちみ
つ塗布により湿潤が図れた。甘いものを好む方で、は
ちみつ塗布時には「もっとくれ」と口を開け催促する
姿が見られた。
D氏は、途中転棟されたため、ケアは５回実施した。
常時開口状態で、口腔内の乾燥、付着物、口臭のある
方だった。はちみつ塗布前の評価は２であったが、塗
布により評価０となり、舌苔の除去が図れ湿潤、口臭
の軽減もできた。オキシドールによる口腔ケア時に比
べると開口は良好であった。
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表１．はちみつ塗布前後の舌の評価（塗布前→塗布後）
氏 名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目 ７回目 ８回目
Ａ 氏 ２→１ ２→１ ２→０ ２→１ ２→１ ２→１ ２→１ ２→０
Ｂ 氏 ２→１ ３→１ １→０ ２→０ ２→０ ２→０ １→０ ２→０
Ｃ 氏 ２→０ ２→０ １→０ ２→０ １→０ １→０ １→０ １→０
Ｄ 氏 ２→０ １→０ ２→０ ２→０ ２→０

考 察

今回の研究対象者４名のうち３名は常時開口状態で
あるため、唾液の分泌が減少し、口腔内の自浄作用が
減弱しており、口腔内の乾燥、汚染、舌苔の汚れが著
しい状態であった。また、認知症のため、口腔ケアが
認知できず、ケアの際閉口してしまい口腔内清掃が十
分に行えていなかった。口腔内環境を整えるために
は、粘膜、舌、歯のケアが必要であると考える。口腔
内は「粘膜面は舌背に比べると、細菌を含む汚れの付
着は少ない」１）と言われ「舌背は舌苔の付着により細
菌の温床となりやすく嫌気性菌が増殖することで口臭
の原因になるだけでなく、肺炎の原因にもなりうる」１）

と言われている。対象者は残存歯が少ないため、舌苔
に焦点を置き、その除去が必要と考え研究に取り組ん
だ。舌苔は口腔内の細菌バランスを保つのに役立って
いるとも言われ、舌苔の清掃は週に１回が目安と言わ
れている。このため、連日の薬液を使用した口腔ケア
と併用し、殺菌作用があると言われているはちみつを
使用したケアを週１回行ってきた。
はちみつを使用した口腔ケアを実施したところ、対

象者４名とも、はちみつ塗布後には舌苔の除去、減少
が図れただけでなく、乾燥状態の口腔粘膜の湿潤も図
れた。B氏については、口腔粘膜を傷つけることなく
痰のこびりつきや粘膜の付着物の除去もできた。初回
と最終の評価を比較すると４氏に共通して舌苔の改善
が見られている。また、認知症があり開口が認知でき
ない対象は、はちみつの甘味が味覚を刺激したようで
薬液を使用した口腔ケア時よりも開口することがで
き、舌苔の除去と無理のない口腔ケアが可能となった。
花園養蜂場によると、「はちみつに含まれる有機酸

と過酸化水素の強い殺菌力が、呼吸器細菌の増殖を抑
える働きがある。」２）と述べている。エジプトのピラ
ミッドから発掘されたという３０００年以上も前のはちみ
つが全く変質しておらず、食べることができたという
記録があることも、はちみつの殺菌力の凄さを証明し
ている。このような、はちみつの強い殺菌作用から、
舌苔の除去、減少を図ることができたと考える。また、
はちみつを使った口腔ケアをすることで、乾燥してい
た口腔内が湿潤した。口腔内に付着した粘調な痰や舌
苔などは乾燥した状態で除去するのは困難である。は
ちみつを使用することで乾燥したものが軟化し除去し
やすくなった。はちみつは保湿効果もあり、虫歯の原
因菌であるミュータンス菌の繁殖を防ぐ効果があるた
め、塗布しても虫歯にはなりにくく口腔内の乾燥予防
にも効果があると言える。
今回、舌苔の除去に取り組み、肉眼的に改善が見ら

れた。はちみつ塗布前後の細菌量の比較を行ったわけ
ではないが、舌苔の除去、減少が図れたことや、口腔
内の乾燥予防にも効果があること、認知症患者の開口
を促すことができたことから、はちみつによる口腔ケ
アは有効であると言える。

結論として：
１．はちみつを使用した口腔ケアを行うことで、舌苔
の除去・減少を図ることができる。
２．認知症があり、口腔ケアを拒否していた患者で
も、はちみつを使用することにより、味覚を感じ、
スムーズに開口することができ、口腔内の汚染も除
去できた。
３．乾燥した口腔粘膜は、はちみつを使用することで
湿潤を図ることができる。
はちみつは家庭でも手に入れやすく、退院後も継続
して行えるケアだと言える。今回の研究を行った対象
者の人数は少ないため、これから症例を増やしてい
き、はちみつを使用した口腔ケアの効果を証明してい
きたい。
この研究をまとめるにあたり協力して下さいました
皆様に感謝いたします。
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英 文 抄 録

Original article
Our trial removal of oral fur of bedridden demented pa-
tients by oral care with honey

Nakajo Hospital, the second ward ; nurse
Chikako Sudo, Mika Obara, Kimie Adachi, Yukari
Sakurai

Objective : We tried to reveal whether the oral fur of
bedridden demented patients could be removed by
the oral care with honey.

Study design : Weekly oral care with honey was provided
to our four bedridden demented patients and their
conditions were evaluated on the basis of an evalu-
ation standard.

Results : Eight courses of our oral care schedule pre-
sented the complete removal of oral fur.

Conclusion : Our honey oral care satisfactorily removed
oral fur of bedridden demented patients and, fur-
thermore, made their oral cavities moist. In addi-
tion, honey had their mouth open by taste sensa-
tion.

Key Words : oral fur, honey, oral care, patient of demen-
tia
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